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About me 

• 東大社会心理学（学部・修士） →  イリノイ大心理学
（博士） → 東洋大社会学（3年） → 北大行動システム
科学（20年） → 東大社会心理学（2年〜） 
 

• 社会的意思決定の研究者 
 

• 進行中のプロジェクト（PIのみ） 
– 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業  

   『社会価値に関する規範的・倫理的判断のメカニズムと 

   その認知・神経科学的基盤の解明』 

– 新学術領域  『共感性の進化・神経基盤』 

– 基盤S  『集合行動の認知・神経・生態学的基盤の解明』 
 

→ 経済学者，脳科学者，生物学者，情報科学者との 
コラボレーション 
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About social psychology 

• 出身と職業的には社会心理学者 
 

• しかし現状には違和感… 

–経験的な関心のあり方 

• 「常識に反する面白い現象」の追求 

• 「あるある感」に基づく心理的な現象記述と「ミニ理論」
の乱立 
 

–モデル的思考の不在 

• 行動を捉える基礎的（or 規範的）なベンチマークの不在 

• 記述を目指すだけだとしても，数理モデルが乏しい 

• パラメターという概念がない（or 乏しい） 
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1	

社会心理学のあり方に関する私見	

北海道大学文学研究科・社会科学実験
研究センター	

	

Global	COE	「心の社会性に関する教育
研究拠点」リーダー	

	

亀田　達也	
	 1	

社会心理学会５０周年記念シンポジウム	

大阪大学　2009年10月11日	

社会心理学会50周年記念シンポジウム 

行動を規定するもっとも重要な
要因はインセンティブ 
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コラボレーションの必然性 
• 脳科学者，生物学者，経済学者，情報科学者とのす
り合わせ 
– 関心，概念・言語，方法，etc., etc., … 

 

• 社会的意思決定について言えば… 
– 行動レベルの（記述）モデルの共有 

• インセンティブベース 
• 効用モデル，強化学習モデルを用いた解析 

 

– 多水準の測定の相互関連づけ 
• 行動 

– ゲーム実験，意思決定実験 

• 認知 
– Eye-tracker, mouse-lab 

• 生理 
– 末梢自律神経系（ANS)活動の種々の計測，筋電位，内分泌系
（Oxytocin, Vasopressin） 

• 脳活動 
– MRI（機能画像，構造画像） 
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• 自己のためのリスク下の意思決定（ギャンブル）と，自己利益
が関与しない第三者に対する社会的分配の心的異同を検討 
 

 (1) 行動選択実験  
•  Quasi-maximin model (Charness & Rabin, 2002） 

 
 

• CRRA model 
 
 

• Mean-variance model 
 
 
 

 (2) 認知実験（Mouselab, Eye-tracker) 
 

 (3) fMRI実験 

コラボの産物：多水準の計測をして初めて分かること 
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• 行動レベルでは人は多様な選好（イデオロギー）をもつ 
– Rawlsian/risk-averse 〜 Utilitarian/risk-seeking  

• しかし認知・脳レベルではロバストな共通性 
– マキシミン的な情報処理プロセス 

 → 行動計測だけでは分からない課題・個人間の共通性 
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• 自己報酬と他者報酬 

 強化学習課題を自他それぞれを報酬
の受け手として行う場合の比較 
 

(1) 行動実験  
  他者の福利も行動の強化子として働く 
→ Other-regarding preference 
 

(2) fMRI実験 
 価値計算を行うMPFC（前頭前皮質内

側部）のうち，腹側が自己報酬，背側が
他者報酬をコード．しかし，Prosocialな

社会価値を持つ者は，自他課題間で 
賦活部位がオーバーラップ 
→ 自他の価値計算をあまり区別しない 



Collaboration can be quite fruitful, 
yet… 

• いずれもモデルベースかつ測定水準を複数
にすることで初めて分かった事実 
– コラボレーションのメリット 

 

• しかし，コラボを成立させるためには大きな
コミットメントを要する 

–異分野間でのすり合わせに要する膨大なエネ
ルギー 

–親ディシプリンとの葛藤（しばしばディアスポラ 
状態） 

–レビュープロセスの飛躍的タフさ 
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アウトサイダーとしての問い… 

• 行動経済学は個別ディシプリン，あるいは，
経済学の下位分野としての立ち位置を求め
るのか，それとも，（発展的解消の可能性を
含み）統合行動科学的な志向をもつのか？ 
 

• 私自身は後者を志向 

– E.g., 社会心理学会50周年記念シンポ 

–最近は「実験社会科学」というプラットフォームを
利用 

• 社会科学にとって意味のある命題を（広義の）実験を
使って検討する緩やかなコミュニティ 
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ご清聴ありがとうございました（妄言多謝） 
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